
資料6－2

太田川総合水系環境整備事業



【様式-1】 

河川事業の再評価項目調書 

事業名（箇所名） 太田川
お お た が わ

総合水系環境整備事業 

実施箇所 太田川水系直轄管理区間内 

当該基準 再評価実施後一定期間（3 年）が経過している事業 

事業諸元 

【水辺整備】 

①市内
し な い

派川
は せ ん

水辺整備 

① -1 千
せん

田
だ

地区水辺整備［計画中］     河川管理用通路 

① -2 舟入
ふないり

・基
もと

町
まち

地区水辺整備［計画中］  河川管理用通路 

① -3 元安
もとやす

川
がわ

底質改善［計画中］        底質改善 

① -4 旧太田
きゅうおおた

川
がわ

底質改善［H20～H23］     底質改善 

① -5 天満
て ん ま

川
がわ

底質改善［H24～H26］       底質改善 

② 西原
にしはら

地区水辺整備［H24～H26］※     アンダーパス(河川管理用通路) 

③ 上殿
かみとの

地区水辺整備［H21～H23］※     護岸､坂路､階段､河川管理用通路

※②③はフォローアップ対象であり、費用及び便益を全体事業の B/C へ計上 

事業期間 平成 20 年度～平成 35 年度 

総事業費（億円） 10.5 億円 残事業費（億円） 4.6 億円 

目的・必要性 

広島県の西部に位置する太田川は、その源を冠 山
かんむりやま

に発し、広島市街を流下し

広島湾に注ぐ、流域面積 1,710km2、幹川流路延長 103km の一級河川である。

太田川流域には、良好な自然環境、広大なオープンスペースが存在し、それ

ぞれの地域特性に応じ、多種多様な目的で利用されている。 

 

【水辺整備】 

≪市内派川水辺整備≫ 

・ 平成 15 年に策定された「水の都ひろしま」構想の実現に向けて「水の都ひ

ろしま推進協議会」が設立されており、河川管理者 (国・広島県)や広島市だ

けでなく、利用者である市民や企業等が協働して水辺整備を進めている。こ

の地区は、その中心部として地域住民が愛着を感じているだけでなく、世界

遺産である原爆ドームや平和記念公園へ世界各地より多くの人が訪れる地域

である。 

・ しかし水辺は、場所によって有機泥が堆積し、また水辺の利用要望に対して

十分な経路が整備されていないことから、水辺利用が安全、安心して行える

よう、河川管理用通路の整備や底質改善を行う。 

 

便益の主な根拠 

【水辺整備】 

≪市内派川水辺整備≫ ＣＶＭ 

全体事業 支払意思額 ＝ 365 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 95,852 世帯 

 残事業  支払意思額 ＝ 354 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 95,852 世帯 

≪西原地区水辺整備≫ ＣＶＭ 

支払意思額 ＝ 220 円/世帯/月、受益世帯数 ＝ 129,353 世帯 

≪上殿地区水辺整備≫ ＴＣＭ 

年間利用者数の増加数   2,652 人 
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事業全体の 

投資効率性 

基準年度 平成 2６年度 

 B:総便益 

(億円) 

C:総費用 

(億円) 
B/C 

B-C 

(億円) 

EIRR 

(%) 

全体事業 148.1 10.5 14.1 137.6 29.6%

残事業 69.1 4.4 15.8 64.7 36.5%

感度分析 

 残事業(B/C) 全体事業(B/C) 

残事業費（+10%～-10%） 14.4～17.6 13.5～14.7 

残工期（+10%～-10%） 15.7～16.3 14.0～14.2 

便益（+10%～-10%） 17.4～14.3 15.5～12.6 

当面の段階的な整備 － 

事業の効果等 

【水辺整備】 

≪市内派川水辺整備≫ 

・当該箇所は、「水の都ひろしま」の中心部として地域住民が愛着を感じ、また

世界各地より多くの人が訪れており、河川管理用通路の整備や底質改善によ

り、河川管理の向上のほか安全で安心な水辺利用が実現できる。 

社会情勢等の 

変化 
・事業箇所周辺の人口、世帯数について、近年大きな変化はみられない。 

事業の進捗状況 
・太田川では、安全に河川利用を行うための水辺整備事業を 3 地区で実施して

おり、うち 2 地区（上殿地区・西原地区）では事業が完了している。 

事業の進捗の見

込み 

≪市内派川水辺整備≫ 

・市内派川５箇所は、広島市が作成し、国が登録した「太田川市内派川かわま

ちづくり計画」（平成 24 年 2 月変更登録）に位置づけられており、残りの 3

箇所（底質改善 1 箇所、水辺環境整備 2 箇所）については、広島市と事業実

施に向けて調整を行っているところであり、今後、事業を実施予定。 

コスト縮減や代

替案立案等の可

能性 

・水辺整備にあたっては、近隣の別工事で発生する土砂を盛土等へ流用するこ

とによりコストの縮減を図る。 

・除草作業や清掃などについて地元と協力体制を確立することで、コストの縮

減を図る。 

対応方針（原案） 継続 

対応方針理由 

・上記より、太田川総合水系環境整備事業において、水辺の利活用の促進、費

用対効果、地元の協力体制等の観点から、事業継続が妥当。 

・今後の事業実施においては、コスト縮減に引き続き取り組み、効率的かつ効

果的な事業の執行に努める。 

その他 － 
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事
業
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説
明
の
進
め
方

⑥
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

②
太
田
川
流
域
の
概
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①
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①
費
用
対
効
果
分
析
実
施
の
判
定

チ
ェ

ッ
ク

欄

(
ア

)
前

回
評

価
時

に
お

い
て

実
施

し
た

費
用

対
効

果
分

析
の

要
因

に
変

化
が

見
ら

れ
な

い
場

合

事
業

目
的

・
「

安
全

に
河

川
利

用
を

行
う

た
め

の
整

備
」

を
目

標
と

し
て

お
り

、
事

業
目

的
に

変
更

が
な

い
。
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外
的

要
因

■ ■ ■ ■ ■

(
イ

)
費

用
対

効
果

分
析

を
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す
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こ

と
が
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率

的
で

な
い

と
判

断
で

き
る

場
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前
回
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・
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■
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ヶ
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。
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す
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３
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。
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③
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＜
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①
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田
川

底
質

改
善

（
整

備
済

）

①
-
5

 天
満

川
底

質
改

善
（

整
備

済
）

＜
事

業
内

容
＞

有
機

泥
が

堆
積

し
、

景
観

、
異

臭
、

水
辺

利
用

の
支

障
と

な
っ

て
い

る
底

質
を

改
善

整
備

後

古
川昭

和
橋

太
田

川

河
川

管
理

用
通

路
護 岸

階
段

整
備

後

旧
太

田
川

相
生

橋

■
太

田
川

で
は

、
安

全
に

河
川

利
用

を
行

う
た

め
の

水
辺

整
備

事
業

を
3

地
区

で
実

施
し

て
お

り
、

う
ち

2
地

区
（

上
殿

地
区

・
西

原
地

区
）

で
は

事
業

が
完

了
し

て
い

る
。

■
残

り
の

1
地

区
に

つ
い

て
は

、
市

内
派

川
の

５
箇

所
で

事
業

を
実

施
し

て
い

る
が

、
水

辺
の

利
用

促
進

の
効

果
が

重
複

す
る

た
め

、
一

括
し

て
評

価
を

行
う

。

②
西

原
地

区
水

辺
整

備

①
市

内
派

川
水

辺
整

備

①
-
1

千
田

地
区

水
辺

整
備

①
-
2

舟
入

・
基

町
地

区
水

辺
整

備

①
-
3

元
安

川
底

質
改

善

①
-
4

旧
太

田
川

底
質

改
善

①
-
5

天
満

川
底

質
改

善

①
市

内
派

川
水
辺
整

備

①
-
1

千
田

地
区

水
辺

整
備

①
-
2

舟
入

・
基

町
地

区
水

辺
整

備

＜
事

業
内

容
＞

水
辺

を
安

全
に

利
用

で
き

る
よ

う
、

河
川

管
理

用
通

路
を

整
備

底
質

の
状

況

有
機

泥
が

堆
積

し
て

足
が

泥
に

埋
ま

る

水
辺

の
状

況

水
辺

を
通

行
で

き
な

い

か
み

と
の

に
し

は
ら

せ
ん

だ

ふ
な

い
り

も
と

ま
ち

も
と

や
す

が
わ

き
ゅ

う
お

お
た

が
わ

て
ん

ま
が

わ

し
な

い
は

せ
ん
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④
事
業
の
整
備
効
果

■
事

業
が

完
了

し
た

「
上

殿
地

区
」

、
「

西
原

地
区

」
で

は
、

事
業

実
施

に
よ

り
、

散
策

、
景

観
鑑

賞
、

環
境

学
習

・
体

験
等

の
利

用
者

数
に

増
加

が
み

ら
れ

て
い

る
。

古
川

（
昭

和
橋

）
（

広
島

市
安

佐
南

区
）

西
区

東
区

安
佐
南
区

5
4

広
島

IC

山
陽

自
動

車
道

可
部

線

高
瀬

堰

古
川

芸 備 線

整
備

箇
所

整
備
箇
所

河
川

利
用

者
が

河
川

内
で

移
動

で
き

な
い

【
整

備
前

】
ア

ン
ダ

ー
パ

ス
整

備
箇

所
の

状
況

古
川

昭
和

橋

【
整

備
後

】
ア

ン
ダ

ー
パ

ス
の

整
備

状
況

河
川

利
用

者
が

河
川

内
で

移
動

で
き

る

古
川昭

和
橋

西
原

地
区

水
辺
整

備
H

24
～

H
26

.6

上
殿

地
区

上
殿

地
区

水
辺
整
備

H
21

～
H

23

太
田

川

【
整

備
前

】
水

辺
の

状
況

雑
草

や
雑

木
の

繁
茂

等
に

よ
り

水
辺

に
近

づ
き

に
く

い

太
田

川

河
川

管
理

用
通

路
護 岸

階
段

【
整

備
後

】
水

辺
の

状
況

階
段

や
河

川
管

理
用

通
路

が
整

備
さ

れ
、

水
辺

に
近

づ
き

や
す

く
な

り
、

安
全

に
水

辺
の

利
用

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

0

1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

6
00

7
00

H
2
1

H
2
6

利用者数（人）
出

典
：

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
空

間
利

用
実

態
調

査
（

古
川

1
.0

～
2

.0
k
）

（
夏

の
調

査
結

果
の

み
：

利
用

者
数

の
推

計
期

間
6

月
～

8
月

）

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

H
21

H
26

春・夏の利用者数（人）

出
典

：
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

空
間

利
用

実
態

調
査

（
太

田
川

6
3

～
6

5
k
左

岸
）

（
春

と
夏

の
調

査
結

果
の

み
：

利
用

者
数

の
推

計
期

間
3

月
～

8
月

）

利用者数（人）

1
8
6

1
8
6

戸
河
内

IC

1
9
1

1
9
1

滝
山

川

太
田

川

太 田 川

温
井

ダ
ム

龍
姫

湖

中
国
自

動
車

道

安
芸
太
田

町

１

整
備

箇
所

整
備

箇
所

事
業

の
効

果
・

雑
草

や
雑

木
が

繁
茂

し
て

い
る

水
辺

に
階

段
や

河
川

管
理

用
通

路
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

安
全

に
水

辺
の

利
用

が
で

き
よ

う
に

な
っ

た
。

・
整

備
前

後
で

整
備

箇
所

付
近

の
利

用
者

が
約

４
倍

と
な

っ
た

。

事
業

の
効

果
・

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

を
利

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
道

路
を

横
断

す
る

こ
と

な
く

河
川

沿
い

を
安

全
に

移
動

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

・
整

備
前

後
で

整
備

箇
所

付
近

の
利

用
者

が
約

２
倍

と
な

っ
た

。
・

ア
ン

ダ
ー

パ
ス

の
整

備
に

よ
り

低
水

路
部

の
河

川
巡

視
が

容
易

と
な

り
河

川
管

理
の

向
上

が
図

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

か
み

と
の

に
し

は
ら

利用者数（人）
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⑤
今

後
実
施
す
る
事

業
内
容

■
市

内
派

川
５

箇
所

は
、

広
島

市
が

作
成

し
、

国
が

登
録

し
た

「
太

田
川

市
内

派
川

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
」

（
平

成
2

4
年

2
月

変
更

登
録

）
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

■
市

内
派

川
５

箇
所

の
内

、
有

機
泥

が
堆

積
し

、
景

観
、

異
臭

、
水

辺
利

用
の

支
障

と
な

っ
て

い
た

旧
太

田
川

・
天

満
川

の
2

箇
所

で
底

質
改

善
事

業
を

実
施

済
み

。
■

残
り

の
3

箇
所

（
底

質
改

善
1

箇
所

、
水

辺
整

備
2

箇
所

）
に

つ
い

て
は

、
広

島
市

と
事

業
実

施
に

向
け

て
調

整
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

、
事

業
を

実
施

予
定

。

関
係
機
関 調
整
中

実
施
済
み

水
辺

を
通

行
で

き
な

い

旧
太

田
川

相
生

橋

事
業

名
事

業
内

容

①
-
1

 千
田

地
区

水
辺

整
備

河
川

管
理

用
通

路

①
-
2

 舟
入

・
基

町
地

区
水

辺
整

備
河

川
管

理
用

通
路

①
-
3

 元
安

川
底

質
改

善
底

質
改

善

①
-
4

 旧
太

田
川

底
質

改
善

底
質

改
善

①
-
5

 天
満

川
底

質
改

善
底

質
改

善
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１
）

事
業

を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等

の
変

化

・
事

業
箇

所
周

辺
の

便
益

が
生

じ
る

想
定

範
囲

内
の

人
口

、
世

帯
数

の
変

化
が

小
さ

い
。

・
上

記
よ

り
、

太
田

川
総

合
水

系
環

境
整

備
事

業
に

お
い

て
、

水
辺

の
利

活
用

の
促

進
、

費
用

対
効

果
、

地
元

の
協

力
体

制
等

の
観

点
か

ら
、

事
業

継
続

が
妥

当
。

・
今

後
の

事
業

実
施

に
お

い
て

は
、

コ
ス

ト
縮

減
に

引
き

続
き

取
り

組
み

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

事
業

の
執

行
に

努
め

る
。

・
市

内
派

川
５

箇
所

は
、

広
島

市
が

作
成

し
、

国
が

登
録

し
た

「
太

田
川

市
内

派
川

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
」

（
平

成
2

4
年

2
月

変
更

登
録

）
に

位
置

づ
け

ら
れ

て
お

り
、

残
り

の
3

箇
所

（
底

質
改

善
1

箇
所

、
水

辺
整

備
2

箇
所

）
に

つ
い

て
は

、
広

島
市

と
事

業
実

施
に

向
け

て
調

整
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

、
事

業
を

実
施

予
定

。

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

等
の

可
能

性

・
水

辺
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

近
隣

の
別

工
事

で
発

生
す

る
土

砂
を

盛
土

等
へ

流
用

す
る

こ
と

に
よ

り
コ

ス
ト

の
縮

減
を

図
る

。
・

除
草

作
業

や
清

掃
な

ど
に

つ
い

て
地

元
と

協
力

体
制

を
確

立
す

る
こ

と
で

、
コ

ス
ト

の
縮

減
を

図
る

。

１
．

再
評

価
の

視
点

２
）

事
業

の
投

資
効

果

３
）

事
業

の
進

捗
状

況

・
費

用
便

益
比

（
H

2
6

年
度

評
価

）
全

体
事

業
（

B
／

C
) 

1
4

.1
残

事
業

（
B

／
C

）
1

5
.8

・
太

田
川

で
は

、
安

全
に

河
川

利
用

を
行

う
た

め
の

水
辺

整
備

事
業

を
3

地
区

で
実

施
し

て
お

り
、

う
ち

2
地

区
（

上
殿

地
区

・
西

原
地

区
）

で
は

事
業

が
完

了
し

て
い

る
。

２
．

県
へ

の
意

見
照

会
結

果

・
広

島
県

知
事

の
意

見
：

対
応

方
針

（
原

案
）

に
つ

い
て

は
、

妥
当

で
あ

る
。

⑥
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

①
事

業
の

必
要

性
等

注
：
費
用
対
効
果
分
析
に
係
る
項
目
は
、
平
成

26
年
度
評
価
時
点
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カ
ヌ
ー
体

験

水
辺
の
コ
ン
サ
ー
ト

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

底
質
改
善

中
央

公
園

と
の

一
体

化

親
水
歩
道
の
整
備

水
辺
へ
の
ス
ロ
ー
プ
設
置

底
質
改
善

京
橋
川
・
猿
猴
川
地
区

旧
市
民

球
場
跡
地
の

活
用

の
検
討

元
安

橋
東
詰
広
場

基
町

環
境
護
岸

天
満
川
地
区

旧
太
田
川
（
本
川
）
・
元
安
川
地
区

国
管

理
区

間
県

管
理

区
間

＜
主

な
実

施
主

体
＞

・
ハ

ー
ド

施
策

：
国

、
市

・
ソ

フ
ト

施
策

：
市

、
民

間
事

業
者

ハ
ー
ド
施
策

ソ
フ
ト
施
策

水
辺
の
ス
テ
ー
ジ
の
様
々
な
利
活
用

水
辺
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
実
施

野
外
上
映
会

オ
ー

プ
ン

カ
フ

ェ
利

用
状

況
（

元
安

川
）

水
上

タ
ク

シ
ー

の
運

行

民
間

事
業

者
に

よ
る

水
上

交
通

ハ
ー

ド
整

備
と

利
活

用
（

イ
メ

ー
ジ

）

■
太

田
川

市
内

派
川

の
水

辺
整

備
事

業
は

、
広

島
市

が
作

成
し

、
国

が
登

録
し

た
「

太
田

川
市

内
派

川
か

わ
ま

ち
づ

く
り

計
画

」
（

H
2

4
年

2
月

変
更

登
録

）
に

位
置

付
け

ら
れ

て
お

り
、

平
和

公
園

や
広

島
駅

周
辺

の
立

地
を

活
か

し
、

利
活

用
に

即
し

た
親

水
護

岸
等

の
整

備
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
市

民
団

体
に

よ
る

河
川

敷
の

除
草

や
、

民
間

事
業

者
に

よ
る

オ
ー

プ
ン

カ
フ

ェ
、

水
上

タ
ク

シ
ー

の
運

行
に

よ
り

、
河

川
利

用
者

が
増

加
し

て
い

る
。

■
今

後
も

、
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
な

ど
の

社
会

実
験

等
を

行
い

な
が

ら
、

更
な

る
水

辺
の

賑
わ

い
の

創
出

を
目

指
す

。

親
水

護
岸

と
水

辺
の

コ
ン

サ
ー

ト

参
考

：
太

田
川

市
内

派
川

か
わ

ま
ち
づ
く
り
計

画

民
間

事
業

者
の

参
入

か
わ

ま
ち

計
画

の
位

置
図
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太田川総合水系環境整備事業

〔広島県への意見照会と回答〕
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（別紙）

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

太田川直轄河川改修事業 継続

太田川総合水系環境整備事業 継続

■ご意見の送付期限　：　平成２９年８月２３日（水）までにお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　※様式自由

■送付先・お問い合わせ先

　　中国地方整備局　企画部企画課

　　　　　課長補佐　藤原　（内線：３１５３）

　　　　　施策分析評価係長　守川　（内線：３１８６）

　　ＴＥＬ：０８２－２２１－９２３１（代表）

　　ＦＡＸ：０８２－２２７－２６５１

　　〒730-8530　広島市中区上八丁堀6-30 広島合同庁舎２号館

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る対応方針（原案）を
　作成するためのものです。
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